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線番の分析を行なった約Lに･.それらのIlr=まよく丁致し
た.

(3)jt･皿サンプル綿布を1咋rZ'J'_lj的 休rll:した場合の経

時変化は敗何LTuT性休比 光学邦性体比には何ら変化は
認められなかったが.残存率で97.7%と約2,00'軸の沌
少が見られた.しかしこの程皮の拭少は突m的にはほ

とんど弄即キ変化しないものと考えられ,線番巾ではか

なり安定であることが分かった.

木研究に関してご協力をいただいた日本殺虫剤工菜

会技術部会の方々に厚くお礼を申し上げます.
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Summary

AmethodforanalysisofopticallyactivealIe-

tl-rh (3-ally1-21methylcyclopent-2-en-4-on-1-yl

a-cl'S,trams-Chrysanthemate)in mosquito coils

wascarriedoutbygaschromatography.

Thccontentofopticallyactiveallethrinin

mosquZtocoilswasdeterminedby themethod

describedin ourpreviouspaper.1)Geometrical

isomerswereseparatedfrom eachotherunder

theGCconditionsofTable3andtheirproportions

wcrcestimated from theirpeak arearatios.

Optica一isomersweredeterminedasfollows:the

cxtmctfrom mosquitocoilwascleanedupby

TLCandtheseparatedaltethrinwashydrolysed

tochrysanthemicacids.Thechrysanthemkacids

wereesterifiedwitha-2-octanolandthediaste･

reoisomeresterderivativeswereresolvedunder

theGCconditionsoETable4.Thepeakareas

oltheisomerswereca一culatedbyatriangulation

methodandtheisomcrcomposit)'ortwasdeter.

minedfromthepeakarearatios.

AIteroneyearsto一.lge.ltroom temperature,

thelossorallethrincontenth mosquitoCoils

wasonly2-3,06andsuchreductionsareoutof

theproblem inpractice.Theopt)kalandgeome･

tricalisomerizationsofallethrindidnotoccur

evenafteroneyearstor叩e.

EFEectsofMethopreTtewithJu▼enileHormoneActivityontheOvipositionoftheOriental

llornedWaxScale,CeroptaSteBPeeudocerlfeTuBGreen. ShojiAs▲NOandMasaharuKAMEt

(LaboratoriesofAgriculturalChemicalsResearch,TokushimaFactory,OtsukaPharmaceutical

Co･,Ltd.Kawauchi,Tokushima,Japan)ReceivedSept.24,1976.Botyu.Kagaku,42,45,1977.

(withEnglishSummary49)

5. ツノE)ウムシ成虫の産卵におよぽす,JH様活性物質 methopreneの作用 況野白河,
fTl非正治 (大塚烈井株式会社経由工場耶2研究所) 51.9.24受W.

幼若ホルモン (JH)棟桁性を有するmethopreneは,Io月-4月に野外から採黙したツノロウム
シの産卵を,採卿 寺期に関係なく促進した.0･OiFLg/♀以上の処理薬包においては,産下された卵
のふ化が邪しく抑制された.

ツノロウムシは,和々の果樹,特用作物や庭木類に

布生し,年1回発生,6月下旬から8月下旬の幼虫期

を除くと.すべて成虫闇で生活する.さきに,叩者ら

は一). 2月から4月に採果した越冬成dlに.幼'1'T=ホル

モン (JH)様活性物質の methoprcncを処即すると,

托卵の開始する時期が早められ,0･04fLg/♀以上の処
刑典爪では,座下卵のふ化が著しく抑制されることを
靴l_'ftJl:.JH抗性を有する物質が昆虫の産卵を促す
ことは,他の和でも認められ1･2･-･8),その卵のふ化が

Frけ子されろことも印EBされている1,7).一般に,発育

段肺のある限られた柑如才,JH活性に高い感受性を

示すといわれている川.2･-4月に野外の寄主植物か

ら酌したツノロウムシ成虫は,加温によっても産卵を

開始し.その度合は.採卿寺川の遅いm肘 王ど巾い.

しかし,mcthopreneを処印したm体の産卵は.採災
時糊とは朋係なくtilめられ.-正朔rrlq後に押卵がみら

れたl).今岡.こうした,mcthoprcneの苑卵におよ
ばす作用を.10-1月に採〃ル たツノロウムシ成虫に

ついて調べ,先紺 )の結果と合せて考察した.

本文に先立ち,報告をまとめるに際し,助言と論議

を取った大塚製薬株式会社第2研究所の島田秀弥,梶

岸務,釜田壷および石渡武敏の各位,供試昆虫の採集

に協力を戴いた郡隆雄氏 並びに本桐の校閲を賜わっ

た島牧大学農学部長沢純夫博士に心から感謝する.
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材料および方法

カキ DiosLIyrosKakiThumb.に寄生しているツノ

ロウムシ CeroPlastesbseudocer/erusGreenの成虫

杏,1974年10月から1975年1月の期間に採災し供試し

た.JH様活性物質 methoprene(ALTOSIDB),ZR-

515,isopropylll-methoxy-3,7,ll-trimethyldodeca-

2,4-dienoate)は,アメリカのZoecon社で合成 ･開

発された化合物で,純度92.8%の試料を用いた.アセ

トンで所定濃度に沼解し,そのlFLLをミクロピペット

で寄主から離した成虫の腹部に処理した.対凧にはア

セトンを同様に処理しT:.各区20個体をもらい,処理

後個体ごとに10mJ容虫のガラスぴんに入れ,ゴム栓

で閉じた.恒温恒湿 (28oC,70%R.H.)条件において,

超卵閑始日,産卵期問,総産卵数およびふ化数を調べ

た.また,鉢胎えのモッコクTernstyoemiajabom'ca

Thunb.に1975咋6月にふ化幼虫を寄生させ,発育し

たその成虫に,methopreneの0.5,0.25および0.02

,%を合むエアゾールを8月18日に噴威した.野外条件

において5日矧 こ10-20個体を無作為に選び,ワック

スの分泌および産卵の有無を調べた.

結 果

野外で10月に採災したツノロウムシ成虫に,所定薬

出の methopreneを処理し,恒温 (28oC)において

産卵故を経目的に調べた20個体の平均値を Fig.1に

示した.アセトン対脚区は,処理後24日頃から産卵が

みられ その最盛期は31日頃である.Methopreneの

5-0.008FEE/個体の処理区は,いづれも対照区に比べ

産卵のDB始時糊が申められろ.その度合は高井丑にな

るほどrllく.かつ,産卵の托申する傾向がみられる.

各区における産卵開始までの日数,産卵期間および産

卵数について算定した平均値を Tablelにまとめた.

平均産卵朗始日は,対.Ri区の29.0日に比べ,metho･

preneを処理した区はいづれも早められ,特に,5一
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Datethatthewaxscaleswerecollected

Fig･2･ Durationbetweenthetreatmentoi5/′g
ofmethopreneperadult(●)Oracetone

(○)andthefirstdayofeggoviposition

intheorientalhornedwaxscale,CeroI
Plastes♪seudocerifeyusGreen.Collected
indifferentseasons.

0･04FLg/♀の薬包では.約20日短縮した.平均産卵Jgl

問は,対照区の17.6日に比べ,methoprene処讃!区は

2-5日短かい.平均産卵数は.個体変児を考はする

と対倒区と処理区の間にほとんど差がない.すなわ

ち,methopreneは, ツノロウムシ成虫に処理する

と,産卵開始時期を著しく促進するが,産卵期間ある

いは産卵数には大きな雄皆を与えないと考えられる.

Tablel節6欄に示した.座下卵のふ化率をみると,

対照区では89.5% をであるのに比べ,mcthoprene

の5-0･2J･g/♀の処理では全 くふ化がみられない.

0104FLgで もわずかに913%である.01008FLgでは

65.1%で,対照区に比べるとなお低く,この低非虫に

おいても若干のふ化抑制作用がある.産卵悶始時JgJt

の関係でみると,産卵開始の早められる度合が絹い私

産下卵のふ化抑制が大きい.

Table1. Effectsofmethopreneontheeggdepositionandthehatchabilityoftheoriental

hornedwaxscale,CeyoblasEcs♪seudoceyiferusGreen

Averag｡ た:eMra.ghêd̂uI_a.t:i_o_n.=̂n Duration.f 9.yfrLa_g_e

･pDgo,S%C, So:deb;こ ) ;:voi:h.esti:b:e.gnaiPn(Pndli:nCygast,torn 5utpyaosLiiutliloニ

numberot Hatcllability
eggsper (%)
female

2

‰

n--0

0

5
1

0
.
0
.
0
.
c0

r: 3

7

5

6
6

5

4

4

4

4

4
4

4
4

8

7

9

3

6

2

0

7

7

7

8
9

2
9
2
2

3

8

9

0
7

8
6

0

2

2

4

5

5

7

1

1

1

1
1

1

1

44｡

625
m

967

棚
減

36

1

1
1

1
1
1

1

0

0
0

0
3

1

5

0

0

0

0

9
65
脚

46



防 虫 科 学 茄 42番-I

002

S
B
B
a

J
0
･Zaq
u

nJJ

0 5 10 15 20 2.-1 30 35 40 45

Days

Fig.1. Dailyeggdepositionoftheorientalhornedwaxscale.CeroJ)tastes♪sczEdoceriferus
Green.afterapplicationofmethopreneirLOctober.

採班時期の異なる成虫に,methopreneを5FEg/早

処現した時の-平均産卵開始日を,アセトン処理の対爪

胴体と対比して Fig.2に示した. この内.2.-4月

の結果は先に報Ltli8ILT=数伯である.図の白丸で示し

たように.アセトン処班個体でも加配(28oC)すると.

ある口数を経過して産卵する.10月の採災胴体では,

産卵開始までに要する日数は約30日であるが,採柴時

期の遅くなる程,その日数が短節され 1月の時期の

それは約16E7であった.一方,methopreneを処理し

た成虫は,採環時期とほとんどBg係なく,産卵開始ま
での口数は約7日であった.

以上の結果から.methopreneがツノロウムシ成虫

の産卵を促進する作用のあることが,先報と同様に確

認できた.しかし.これらの試験は,いづれも寄主か

ら離した胴体に処理し.28oCの恒温で行なっている.

それゆえ.metllOpreneの産卵促進作用が,実際に野

外の柄物に布生した状頂のツノロウムシ成虫において

も起きるかどうかを調べる必出がある.所定非爪の

methopreneをPrtpェアゾールをmいて行なった純米

を Table2に示した.Mcthoprcncを作まないエ

アゾールをPLI双した対Tr.(.t区では.25r]後でも全く超
卵する胴体がなく.その徴供 もみられなかったが,

methopreneのエアゾールをPJl謂した区では.15日口

にワックスを分略するm作が,20口授には砧卵する個

体がみられT=.25口rlには,0.5,%区で湘アミ個体の65

,%に産卵がみられた.ワックスの分掛ま.搾卵に先立
って現われる別袋であるので,その分相胴体をも反応

胴体と考えれば.70%が methopreneによって産卵

の刺激をうけたことになる.なお,0.5,%以外のPL!霧
区では全くみられなかったが.0.5%区の20および30

日の調査個休のうち,それぞれ10および30%の致死個

体がみられた.それゆえ:0.5%区の25El目には.坐

存個体のすべてが産卵刺激をうけていることになる.

Table2. EffectsofmethoprencaerosolinlicldontheovipositionoEtheorient.llhornedwax

scale,CeroL･lastcs♪Seudoccrl'/er〟sGrccn.infcsthlgTrcnsLro〝1'q)'0♪onJ'caThumb.
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考 察

ツノロウムシは,成虫態で越冬するが,それが気象

班凹による発育の一時的静止か,あるいは,生理的な

仰蛇によるかはまだ明らかでない.先報6)の結果と合

わせて10月-4月の異なる時期に野外の寄主から離し

た仰肘ま.いづれも加温 (28oC)により産卵が開始

され,それに要する日数は,採集時期にたいして,ひ

とつのtEi線Bg係を描き,採柴時期の遅いほど産卵開始

までの口数が短縮される.それゆえ, この期間中もツ

ノロウムシの成虫の生理的な発育がbJることが伺える.

一方,methopreneの一定薬急 く5FEg/辛)を処理した

場合は,採雄時期にはほとんど関係なく,処理してか

ら一定期間後 (約7日)に産卵がみられる現象は,こ

の昆虫の産卵にJH活性が必要であろうと推察される.
昆虫の成虫休眠がアラタ体の不活性化によることが.

コロラドハムシLcph'noEaysadecembineata16).ホシ

カメムシの1毛玉PyTrhocon'sapteyus12),およびバッ

タの1校Nomadecrissebtemfascl'atalO)などで報告

されている.また,JH様活性物質を休眠成虫に投与
すると.休眠が光せいされ,産卵が開始されることは,

P.abEcr〃S7),オオヨコバイの1種Draecutace♪hata

crassllcol･JIJ'S一)およびテントウムシの1校SemfadaLia

undecllmlZOLata と CoccineLLaseptempunctata3)で

観窮 されている. また, ミカンヒメコナカイガラ

Pse〟dococcuscl'in'cutus8)およびクワコナカイガラム

シ P.comsLockzl(浅野未発髭)で産卵の促進を同様

にみている.

机物に据生したツノロウムシ成虫の産卵は,自然界

では池'Fi'f5月下佃から6月上旬にみられる.寄主位物

上のツノロウムシ成虫に,methopreneのエアゾール

を8月に唄渓した場合においても産卵が同様にみられ

ることは,JH様活性物質が産卵刺激の作用をもつ こ
とを滋づけており,ツノロウムシの産卵には.体内の

あるJH活性レベルが必要であると推測される.アラ
タ体から分泌されるホルモンが昆虫の卵巣の発育に関

与することはすでに知られている8Al3).それゆえ,ツ

ノロウムシの場合にも.アラタ休の機能に相当する田

宮の存在が考えられる.

JH あるいは JH様活性物質が昆虫の腫子発育を抑

制することは,種々の昆虫で認められているH'12,ll,16)

その時期は,いづれも腫子発行の初期に感受性が高

い10).JH様活性物質を投与した成虫から産下された

卵のふ化が抑制されることは,P.aj･teyus12),HyaLo.

♪horacecrobt'aとAnethraca♪ermyi11)で認められ

ている.筆者らもmethopreneを用いて, ミカンヒ

メコナカイガラおよびクワコナカイガラムシで確認し

ていろ.JH様活性物質により,その昆虫にとって本

48

釆生存に不適当な時期に産卵を促し.また,座下卵の

発育を阻害することは,新しい害虫防除のひとつの手

段となりえよう.

摘 要

野外から採集したツノロウムシ成虫に,幼若ホルモ

ン (JH)様活性を有する化合物 methoprene(AL･

TOSID③,ZR-515,isopropyllトmethoxy-3,7,1ト

trimethyldodeca-2,4-dienoate)を処理して,産卵

におよばす作用を調べ,先報との結果を合わせて考窮

した.

10月から4月の異なる時期に,野外の寄主から離し

た成虫は,28°Cに加温するといづれも産卵する.加

温後産卵開始までの日数は,採災時期の適い個体ほど

短かくなる.Methopreneを処理した成虫は,いづれ

の時期でも産卵が早められ,産卵開始までに班する日

数は,採光時期にほとんど関係なく,処班後約7Ejで

あった.Methopreneは,ツノロウムシの産卵肋間や

産卵総数には.ほとんど大きな捗皆を与えないが.鍾
下卵のふ化率は著しく低下した.矧こmethoprene

の0.04FLg/♀以上の薬虫を処理した成虫の座下卵はほ

とんどふ化しなかった.また,methopreneの0.02-

0.5%を含むエアゾールを寄主植物上のツノロウムシ

成虫に唄寂した場合においても.処理後20日目には産

卵すろ個体が同様にみられた.
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Summary

The orientalhornedwax scale,CcyoLItasLcs

bscudocen'/cTuSGreen.jsoneoftheimportant

pestsorvariousfruitandornamentaltreesin

Japan. Thereisone generationayear,the

crawlerormobilestageoccum'ngI'nLateJune

-LateAugust.Asyntheticcompoundhavinga

juvenilehormonelikeactivity,methoprene(AL･

TOSID8,ZR-515,IsopropyIll-methoxy13,7,ll-

trimethyldodeca-2,4-dienoate) was topically

appliedtotheadultscollectedduringOctober･

AprilandtheeffectsoTltheirovipositionwere

investigated.Theadultsfreeofhostplantstarted

theirovjpositionin6-30daysa一ter;ncubationat

28oC.Thedurationfromincubationtooviposition
sllOWedalinearrelationagainstthecollected

seasons.Thedurationwasshorterinthelater

seasons.Ontheotherhands,thebegI'nni叩 Of

tllCOVJpOSitionoladultsappliedwithaCcrtain

doseofmethoprenewasmuchfasterthanthat

oftheuntreatedonesunderthesametempcraturc

condition.TheduratiorLbetweentheapplication

ofmethopreneandtlleStartingoEovIPOSitiorL

wasabout7dayswithoutregardtoseasons.

Theseresultssuggestthat juvenile hormone

activityisnessesaryforovjpositioninadultsor

tlleOrientalhornedwaxscaleandthehormone

secreationmightbestl'mulatedbytemperature.

Methoprenedoes notalrect the durationol

ovipositionsomuch,butinllibitsobviouslythe

eggdevelopment.Noegghatchedinthetreat･

mentofmethopreneatdosageoverO･2FLg/female･

Theovipositionwasc]earlystimulatedinfield

whentheremaleadultson hostplantswere

sprayedbyaerosolformulationsolmethoprene.

Theseresultssuggestapossibleutilizationof

methoprenefrom d汀ferentangleforcontrolling

theorientalhornedwaxscale.
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本臼は出来の一点作用説の立場から,現在の代表的

な良薬のほとんどすべてについて邪説がなされている.

当然のことながら.戊某が実際に散布されて.作物併

設の効果を発現する過程の邪説ではなくて,その原因

と考えられる"基本的な代謝経路上の一点●'への生理
作用を解説したものである.そのような作用点として,

生休円での核酸合成,タンパク質合瓜 呼吸.光令成.

抑純系の興爾伝遜,細胞壁合成などをあげ,それぞれ

を肌!Lfl'1る薬剤について種々の観点から述べてある.

しかも,放初に,本書を理解するに必要な考え方の!lr,A
機知mが-公領よく紹介してあって.初心者にも親切で

ある.

このような内界であるから,すでに農薬の作用機作

に耶通しておられる方には.巧者の考え方を通して,

いま一度自分の知識を盤瑠してみるのに好適の読みも

のであり,また.学生にとっても興味ある教科書とし

て利用されるだろう.ただここで注意すべきことは.

著者自身も序文やあとがさに田柄しておられるように,

-薬剤がただ一つの作用だけしかもたないという例は

柿であるという点と出井の作用機作に関する研究はr]

巡ノ]少で,本州こ述べられたことが蔓翁りかえられたり.

新しいTJtjIが加ったりすることは当然で.全部が全部.

完全に耶決のついた定説としてしまうことのないよう

に心掛けて木TfHこ托することが_邦まれる.

著者の永年にわたる研先業机と節糾された該博な知

識をよく整理されて,立派な番物にまとめられたこと

はわれわれにとって大変有難く,貴重な参考書として

役立つことと思う. (深海 招･)
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